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「みんなで守ろう 大切な命」 

① 広島県や熊野町での自然災害について調べる。 

② 豪雨によってどのような被害があるのか調べ、学習の課題を立てる。 

③ 災害が起こった時誰がどのような支援を行っているかを調べ、関係機関の働きや連携につ

いて知る。 

④ 熊野町の防災の取組を調べる。 

⑤ 自分たちにできることについて考える。 

⑥ 自分たちが調べたことや考えたことを家族に伝えるためにまとめ、発表し、関心を高めて

もらう。 

⑦ 土砂災害に備えて、適切な行動がとれるか、学習を通して学んだことをふり返る。 

① 本質的な問い（何度も問い直され答えが更新され続ける「問い」） 

安心して住み続けられる町とはどんな町だろう。 

 

② 単元を貫く問い（単元を通して考えを深めていく「問い」） 

③ 個別の問い（単元を構成する授業内で身に付ける知識・技能等） 

命を守るためには何が大切だろう。 

・地域の防災に関係あるものは、何があるだろう。 

・熊野町の土砂災害の被害は、どれくらい大きかったのだろう。 

・役場ではどんなことを取り組んでいるのかな。 

・防災センター防災倉庫の役割や工夫について、詳しく知りたい。 

・家族や自分には、どんな備えができるかな。 

・地域での取組はあるのかな。 

・命を守るために、私たちにできることは何だろう。 

 



 

 

指導者 石飛 佳苗子 

    

 

１ 日    時   令和４年１１月１日（火） 第２校時 

２ 学 年 ・ 学 級   第４学年（男子８名 女子１４名） 計２２名  

３ 単  元  名   「みんなで守ろう 大切な命」 

 

４ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 単元の目標 

土砂災害から人々を守る活動について調べることを通して、町や地域の人が様々な協力をして対処

してきたことや、災害に備えて様々な備えをしていることが分かり、学んだことを生かして自分たち

の安心安全を守るために、自分たちにできることを考え、発信することができるようにする。 

第４学年 「総合的な学習の時間」学習指導案  

 

 

(１) 単元観 

   近年日本各地で起きている自然災害やそれに伴う被害の様子から、学校での防災教育が重要に

なっている。広島県内には土砂災害危険個所が約３２、０００箇所もあり国内で１番多い。平成

３０年には熊野町においても家屋の損壊だけでなく人的な被害も発生している。災害発生時に備

えてマイタイムラインを作成したり、避難経路を確認したりするなど自分の命を守るために、個

人の防災意識を高めることが大切である。本単元では、過去の土砂災害について調べたり、地域

の関係機関や人々が自然災害に対して様々な協力をして対処してきたことを調べたりすることを

通して、町や住民が協力し安心して暮らせる町を作っていこうとしていることを知っていく。そ

の気付きを自分たちにできることは何か話し合ったり、学習したことを保護者や地域に発信した

りしていく学習意欲へとつなげ、自分たちの生活との関わりを考えることを通して、地域の中で

命を守るための安心・安全について考えていく単元として設定する。そして、これは SDGsにおけ

る「住み続けられるまちつくりを」を学べる単元でもあると考える。 

 

 

(３) 指導観 
指導にあたっては、導入時に熊野町で発生した自然災害を通して災害の恐ろしさに気付かせ、

防災学習や具体的な取組を行う必要性を実感させる。どのような備えが必要なのか、発生した場
合は誰がどのように人々の生活を守っていくのかについて、自分たちの生活経験や過去の災害に
照らした話合いを基に課題を設定する。本単元では、熊野西部防災交流センターや東部防災交流
センターの見学や、「くまの被災誌」の写真や、役場の方からの話から情報を集め、自分たちの
生活との関わりを意識させながら、どのような備えが必要か考えたり、意見交換する場を設定し
たりしながら、みんなで力を合わせる大切さに気付かせたい。また、災害時と災害時ではない時
の町での取組を比較して考える中で、過去の災害での経験を生かした住民のための設備、普段か
らの備えがいざという時の避難につながることなど、自分たちの安全を守るためにどんなことを
してもらっているか理解させる。さらに知るだけでなく自分たちにできることを考えていき、今
後の生活に具体的な行動として生かしていけるようにしたい。単元の最後に、自分たちが学んだ
ことやできることをグループごとにまとめ、保護者へ発信して、命を守る行動の第一歩とさせた
い。 

(２) 児童観 
   本学級の児童は、1学期の総合的な学習の時間に、防災教室での学びから、ハザードマップで

自宅の場所を確かめ、マイタイムラインを作成したり、災害時には命を守るために進んで避難
したりすることの大切さについて考えてきた。しかし、実際に避難行動に移したり持ち出し袋
を備えたりする経験が少ないなど知識と行動にはズレがある。また、学校や校区でのバリアフ
リーやユニバーサルデザインによる工夫について調べ、 新聞にまとめて発表する学習を通し
て、情報を収集する力、気付きを発表する力は身に付いてきている。しかし、話合いを基に課
題を設定したり、集めた情報を整理したり比較したり関連付けたりして考える力はまだ十分付
いているとは言えない。 
 

 
 



 

６ 単元の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 指導計画 （２６時間） 

（時間） 学習活動 他教科との関連 評価方法 

１．災害が起

きたら

（３） 

 

 

・広島県で過去に発生した自然災害の種類を知り、様々な

被害が生じることを理解する。 

・防災教室での学びを振り返ったり、校区のハザードマッ

プや土地の様子を調べたりする。 

・土砂災害と人々の避難について関心をもち、自分達の命

や暮らしをだれがどのようにして守ることができるのか

学習課題を立てる。 

・学習課題を解決するための学習計画を立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会科 

「自然災害からくら

しを守る」 

発言、行動観察、 

ワークシート 

２．熊野町の

防災の取

組を調べ

る 

（１０） 

 

 

 

・地域にある避難施設へ見学に行き、防災設備と、それら

の設置されている場所について係の人に話を聞き、調べ

る。 

・災害が起きた時、どのような活動をして命を守っている

か調べる。 

・防災安全課の人から災害に備える準備や対策をしている

か話を聞き調べる。 

・学校や家庭・地域の自治会が取り組む災害への備えを調

べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳科 

「ふるさとを守った

大イチョウ」 

 

発言・インタビュー

メモ・ワークシート 

行動観察 

総合的な学習の時間 

「みんなで守ろう大切な命」 

国語科 「パンフレットを読もう」 
国語科 「世界にほこる和紙」 

社会科 「自然災害からくらしを守る」 道徳科「ふるさとを守った大イチョウ」 

課題の設定 

 

情報の収集 

 

広島県は日本一危険箇所が多いこ

とを知り、自分たちが生活している

熊野町について調べてみたい。 

災害から生活や命を守るためにど

んな工夫があるのか、自分たちは何

ができるのか調べたい。 

避難所で安心して過ごすた

めの工夫がたくさんある事が

分かった。 砂防ダムを造ることで、災害か

らみんなの生活を守ることがで

きることが分かった。 



 

 

 

・学習問題を確かめ、調べてきたことを振り返る。 

・誰がどのような取り組みをしたか、調べたことを整理す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・災害に対して自分たちができることを考える。 

 

３．学習した

ことを整

理してま

とめ、発表

の準備を

しよう

（９） 

【本時１５/

２６】 

 

 

・調べてきた取組の中から、自分が特に大切だと思うもの

を選び、テーマ別にグループに分かれ、学習内容を整理

して発表の準備をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科  

「パンフレットを読

もう」 

発言、ワークシート 

 

発言、行動観察 

 

発言、ワークシート 

４．まとめた

ことを、発

表しよう

（２） 

 

 

・掲示や発表会で考えを伝え、防災について関心を高めて

もらうように工夫して発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 行動観察 

ワークシート 

５．振り返り

をしよう

（２） 

 

 

・土砂災害に備えて、適切な行動がとれるか、学習を通し

て学んだことを振り返る。 

 発言 

ワークシート 

 

 

 

 

まとめ・表現 

 

振り返り 

 

まとめ・表現 

 

整理・分析 

 

ぼくたちは実際に持ち出し

袋を作って、説明しながら見

てもらいます。 

劇がいいね。ニュースより、役

場の人になりきって伝えると

分かりやすいと思うよ。 

グループで決めた伝えたいことが一番伝

わる発表の仕方を、グループで話し合って決

めた。 

聞いている人が、「避難所に行ってみよ

う。」「持ち出し袋を用意してみよう。」と思

ってもらえるように、発表を工夫した。 



８ 単元の評価規準 
 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

単元の 
評価規準 

分かる・できる力 表現力 向上心 思いやり 
・地域の関係機関や人々

は、自然災害に対し、

様々な協力をして対処

したり、様々な備えを

していることを理解し

ている。 

・過去に発生した地域の

自然災害、関係機関の

協力などに着目して、

災害から人々を守る活

動を捉え、その働きを

考え、表現する。 

・地域で起こり得る災害

を想定し、日頃から必

要な備えをするなど、

自分たちにできること

を考え表現している。 

・自然災害から人々を

守る活動について、

予想や学習計画を

立てたり、見直した

りして、主体的に学

習問題を追究し、解

決しようとしてい

る。 

・学習したことをもと

に地域で起こり得

る災害を想定し、日

頃から必要な備え

をするなど、自分た

ちにできることな

どを考えようとし

ている。 

・友達と関わりながら

取り組み問題解決し

ようとしている。 

評
価
規
準 

１ 

①必要な情報を読み取

り、県内で過去に起き

た災害の概要につい

て理解している。 

①災害時の自分たちの生

活に着目して見出した

問いを学習問題として

表現している。 

①土砂災害が起こっ

た時に気がかりに

なることを話し合

い、それらをもとに

問いを見出してい

る。 

 

２ 

②見学やインタビュー

メモや写真から災害

に対する準備や対策

をしていることを理

解している。 

 ②地域で起こり得る

災害を想定し、日頃

からどんな備えが

必要か自分たちに

できることなどを

考えながら調べて

いる。 

 

３ 

 ②災害に備えるための取

組や自分が協力できる

ことを考えたり学習し

たことの中から選択・

判断したりして、図・

写真・言葉などでまと

めている。 

 ①友達と関わりながら

取り組み問題解決し

ようとしている。 

４ 

 ③調べたり考えたりした

ことを分かりやすく表

現して、命を守る行動

について伝えている。 

 ②命を守る行動の大切

さを自分の思いをも

って家族に発信して

いる。 

５ 

③多くの人の努力で安

心・安全が守られてい

ることに気付き、自分

は何ができるかまと

めている。 

 ③互いの考えの良さ

に気付き、もっと地

域の人に知っても

らいたいという思

いをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 



９ 単元の評価基準 
  

Ａ Ｂ 
Ｂに到達させる 

ための手立て 

分かる・ 

できる力 
② 

さらに調べたいことを見出

しながら調べ、理解しようと

している。 

行政などの関係機関は町

民の命を守るために相互

に連携して対処している

ことを理解している。 

それぞれの働きを比較したり分

類したりしながら整理して示し

理解できるようにする。 

表現力 

（本時） 
② 

グループで発表方法を選ぶ

ために、自分の考えと理由を

友だちの考えと比較したり

付け加えたりしながら整理

して相手に伝えている。 

グループで発表方法を選

ぶために、自分の考えと

理由を伝えている。 

出された考えと似ている考えや

違う考えかを見付けながら、自分

の考えを横に加えて伝えられる

ようにする。 

向上心 ① 

災害への備えについて経験

や知っていることを基に知

りたいことを整理して、学習

問題をつくっている。 

災害への備えについて知

りたいことを整理して、

学習問題をつくってい

る。 

災害が自分たちの生活にどのよ

うな影響があるのか具体的に想

像させて考えられるようにする。 

思いやり  ① 

友達を助けたり友達の考え

や思いを理解したりしなが

ら取り組んでいる。 

友達と関わりながらまと

め、発表に向けて準備し

ようとしている。 

友達の考えを聞いたり、協力して

準備をしたりできるようにする。 

 

１０ 本時の展開（本時１５/２６） 

（１） 本時の目標 

家族に「これならできそうだ」と思ってもらうためには、どのような提案方法がいいか話し合

って決めることができる。 

（２） 本時の展開 

 
学習活動 主な発問と予想される児童の姿 

指導上の留意点（・） 

評価の視点（☆） 

導入 

 

１ 本時のめあてを確認

する。 

 

 

 

２ 前時に自分で考えて 

おいた方法を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇自分で考えた提案方法と理由を確かめま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

・個人で意見がもて

るようにあらかじ

め方法と理由をカ

ードに書いてお

く。 

展開 
 

３ 方法を考えていくう

えで気を付けたいこと

を交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇提案を決める時に気を付けたい視点は何

ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ピラミッドチャー

トに書き、どの表

現方法にするか理

由を聞き合いなが

らメリットデメリ

ットを出し合って

比較しながら絞っ

ていくようにす

る。 

 

 

 

家族に「これならできそうだ」と思ってもらうためには、どのような提案方法がいいか

話し合って決めよう。 

・1 番知らせたい内容に合った方法

を選ぼう。 

・家の人が「できそう」と思える

ものにするためには、分かりや

すく伝えていきたい。 

・親しみがもてるように楽しい発

表にしたい。 

・どうすれば命が守れるか具体的

に分かるようにしたい。 

前時のピラミッドチャートにまとめておいた伝えたい内容を掲示し、話し合いの途中でも確か

められるようにしておく 



 

４ グループでどんな提

案方法にするか話し

合う。 

 

 

 

 

 

 

５ 全体で交流し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ グループで整理する。 

 

 

○自分達のグループの提案はどの方法を活

用するか話し合いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇グループで出た悩みや、これなら上手く伝

わると考えたことを理由も話しながら交

流してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇みんなの考えを参考にして、グループの考

えを修正してみましょう。 

 

 

 

 

 

☆家の人が積極的に

参加・参画しよう

とするために、参

加者を意識した視

点で考え話し合う

ことができる。【表

②表現力】 

（話合いの様子、ワ

ークシートの観

察） 

Ｃの児童へは、自

分の考えた理由や

方法が似ている人

に付け加えられる

か確かめさせるよ

うにする。 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 まとめをする。 

 

8 振り返りをする。 

 

 

○今日の学習をまとめましょう。 

・分かりやすく伝えて、実際にできそうだと

思ってもらえる方法を決めることができ

た。 

○今日の学習を振り返りましょう。 

・これまで考えてきたことを家の人にやって

みようと思ってもらえるように次回から

準備を頑張りたい。 

 

 

・振り返りを通して

「学習発表参観

日」への意欲と見

通しがもてるよう

にする。 

 

 

劇がいいね。ニュース 

より、役場の人になりき

って伝えると分かりや

すいと思うよ。 

クイズをして、答えで実物を見てもらう

と興味をもって、聞いてもらえるね。 

ぼくたちは実際に持ち出し

袋を作って、説明しながら見

てもらいます。 

実際にあると 

分かりやすいね。 

重さも伝えたら

どうですか。 

避難グッズを持ってきて重さを調べてみようよ。 

今日はまだ一つの考えにまとまらなかったから、二つの

方法を合わせて考えて決めよう。 

説明の後、家の人にどう感じ

たか、話してもらいたいね。 

発表方法を一つに絞って決定しないことで色々な方法の良さを 

組み合わせて発表すると伝わりやすいことに気付くことができた。 



１１ 板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

まとめ 

分かりやすく伝えて、実際にできそうだと思ってもらえる方法を決めることができた。 


